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熱中症警戒アラート（試行） 概要

特に熱中症の危険が高くなる暑熱環境が予測される場合に、

国民に「気づき」を与え、予防行動を促す事を目的として、

環境省・気象庁が新たに提供を開始する、熱中症対策に関する情報。

＜発表判断等＞
熱中症との相関が高い暑さ指数（WBGT）を基準値に採用。
WBGTの予測値で33℃以上を発表基準とすることを検討中。
都県単位で、前日17時頃、当日5時頃に最新予測を発表。

（当日予測で、新たに追加になった都県に対しても発表）

アラート
（WBGT33℃）

令和２年度は関東甲信地方で先行実施し、令和３年度から
全国に展開予定。

平時より提供している暑さ指数（WBGT）と合わせて活用
いただくもの。
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対象エリア：関東甲信地方
（東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、山梨県、長野県）

伝達方法：現在の高温注意情報の内容を置き換える形で運用
※高温注意情報の名称で情報を発信しますが、これが新しい情報であることがわかるように、情報文中に

「この情報は令和３年度からの全国展開を予定している「熱中症警戒アラート(試行)」に相当する情報」と明示

※対象エリア以外は、最高気温が概ね35℃以上の予測で発表する高温注意情報を継続

●先行実施の検証：自治体等に周知・検証の協力を依頼
●令和３年～全国で本格運用を開始予定
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＜関東甲信地方での先行実施（令和２年７～10月）＞

民間気象事業者等

報道機関
（テレビ、ラジオ等）

自治体

一般国民

高齢者

生徒等

選手

農作業従事者

労働者

防災無線等にて警戒

小中高生等への屋内待機勧奨

主催大会等の中止・延期勧奨

訪問等による警戒勧奨

防災無線等にて警戒

企業への警戒勧奨

（情報展開）
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＜熱中症警戒アラート（試行）の情報伝達・活用のイメージ＞

環境省
気象庁
（発表）

各都県、報道機関、民間
事業者等にお知らせする
とともに、環境省及び気
象庁のHPにも掲載

WBGT
33℃
（予測）
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